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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期

第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,751,984 2,739,896 11,322,050

経常利益 (千円) 236,118 172,630 1,244,512

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

(千円) 162,808 100,276 523,320

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 120,167 105,452 532,220

純資産額 (千円) 5,475,423 5,791,950 5,790,228

総資産額 (千円) 35,600,490 35,616,266 36,141,588

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

(円) 25.11 15.46 80.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.4 16.3 16.0
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調で推移しましたが、個人消費の停滞感は続いて

おり、依然として先行き不透明な状態です。また、経済産業省「特定サービス産業動態調査」(サンプル調査、速

報)によりますと、平成29年４～６月の結婚式場業の取扱件数は前年同期比7.3％減の21,321件、売上高は同5.8％減

の57,792百万円となっております。一方、葬儀業の同期間の取扱件数は前年同期比3.8％増の102,184件、売上高は

同2.9％増の144,417百万円となっております。

このような状況下、当社グループでは以下の努力を行ってまいりました。

ホテル事業では、多様なご婚礼ニーズに応えるため、ＳＮＳ・ＷＥＢ広告を推進しましたが、期中のご婚礼施行

組数は減少したため、売上高は前年同四半期比22.3％減の500百万円となりました。一方で、コスト削減に努めまし

たが、営業損失は40百万円（前年同四半期は15百万円の営業損失）となりました。

式典事業は、生前相談会、施設見学会・フェスタの週末開催等、お客様とのコミュニケーションを深める活動を

推進し、積極的な営業エリアの拡充に努め、平成29年４月には「サン・ライフ セレモニーホール多摩」（東京都多

摩市）を新設致しました。これらの結果、ご葬儀の小規模化に伴うご葬儀１件あたりの売上高は前年同四半期比で

減少したものの、ご葬儀件数は増加し、売上高は前年同四半期比1.3％増の1,914百万円となりましたが、前会計年

度の下半期に開設した２施設を含む新規開設費用の増加等により、営業利益は372百万円（前年同四半期比13.4％

減）となりました。

その他の事業では、介護サービスご利用者の増加とサービス品質向上に努めてまいりました。平成29年４月には

「クローバーライフ平塚」（神奈川県平塚市）、平成29年５月には「クローバーライフ富士」（静岡県富士市）、

「クローバーライフ沼津」（静岡県沼津市）の住宅型有料老人ホームを譲受し、運営を開始致しました。その結

果、売上高は前年同四半期比49.5％増の325百万円となりましたが、譲受費用の増加等により、営業利益は36百万円

(前年同四半期比14.2％減)となりました。

 

以上により、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期比0.4％減の2,739百万円、営業利益は前

年同四半期比29.8％減の152百万円、経常利益は、前年同四半期比26.9％減の172百万円、親会社株主に帰属する四

半期純利益は前年同四半期比38.4％減の100百万円となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

 3/16



 

(2) 財政状態の分析

①　資産

資産合計は35,616百万円（前連結会計年度末比1.5％減）となりました。

a:流動資産

流動資産は12,388百万円（前連結会計年度末比5.3％減）となりました。これは、現金及び預金の減少等が主

たる要因であります。

b:固定資産

固定資産は23,227百万円（前連結会計年度末比0.7％増）となりました。これは、建物及び構築物の増加によ

る有形固定資産の増加、のれんの増加等による無形固定資産の増加が主たる要因であります。

②　負債

負債合計は29,824百万円（前連結会計年度末比1.7％減）となりました。

a：流動負債

流動負債は1,814百万円（前連結会計年度末比21.3％減）となりました。これは、未払金及び未払法人税等の

減少等が主たる要因であります。

b：固定負債

固定負債は28,009百万円（前連結会計年度末比0.1％減）となりました。これは、前払式特定取引前受金及び

その他固定負債の減少等が主たる要因であります。

③　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加し、5,791百万円となり

ました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益100百万円の計上と配当金の支払103百万円により、利益剰

余金が３百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金が５百万円増加したことによるものです。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,680,000

計 25,680,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,820,000 6,820,000
東京証券取引所

　ＪＡＳＤＡＱ
　（スタンダード）

単元株式数100株

計 6,820,000 6,820,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

─ 6,820,000 ─ 610,000 ─ 236,733

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

 5/16



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
　普通株式

336,800
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

6,482,000
64,820 ―

単元未満株式
　普通株式

1,200
― ―

発行済株式総数 6,820,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,820 ―
 

(注)１.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含まれ

ております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が44株含まれております。

３．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サン・ライフ

神奈川県平塚市馬入本町
13－11

336,800 ─ 336,800 4.94

計 ― 336,800 ─ 336,800 4.94
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,050,469 9,093,528

  売掛金 437,581 404,513

  有価証券 182,027 182,028

  商品 36,950 45,527

  原材料及び貯蔵品 68,125 72,014

  預け金 2,079,428 2,385,503

  その他 224,441 207,397

  貸倒引当金 △3,486 △2,016

  流動資産合計 13,075,538 12,388,496

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,645,329 6,009,723

   土地 7,706,058 7,706,058

   その他（純額） 843,233 510,824

   有形固定資産合計 14,194,621 14,226,606

  無形固定資産   

   のれん 206,895 336,024

   その他 416,996 395,283

   無形固定資産合計 623,892 731,307

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,816,831 3,826,150

   供託金 1,077,965 1,081,465

   その他 3,401,862 3,414,042

   貸倒引当金 △49,123 △51,802

   投資その他の資産合計 8,247,536 8,269,856

  固定資産合計 23,066,050 23,227,769

 資産合計 36,141,588 35,616,266

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 541,686 502,978

  未払金 627,261 316,723

  未払法人税等 253,091 55,048

  引当金 140,580 83,416

  その他 741,984 856,433

  流動負債合計 2,304,604 1,814,599

 固定負債   

  前払式特定取引前受金 27,102,061 27,087,048

  引当金 65,328 72,245

  退職給付に係る負債 129,396 118,651

  その他 749,968 731,771

  固定負債合計 28,046,755 28,009,716

 負債合計 30,351,359 29,824,315
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 610,000 610,000

  資本剰余金 236,733 236,733

  利益剰余金 5,170,089 5,166,635

  自己株式 △325,466 △325,466

  株主資本合計 5,691,355 5,687,902

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 98,872 104,048

  その他の包括利益累計額合計 98,872 104,048

 非支配株主持分 - -

 純資産合計 5,790,228 5,791,950

負債純資産合計 36,141,588 35,616,266
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 2,751,984 2,739,896

売上原価 2,028,332 2,093,853

売上総利益 723,652 646,043

販売費及び一般管理費 506,992 493,859

営業利益 216,659 152,183

営業外収益   

 受取利息 1,829 3,225

 受取配当金 7,675 17,679

 前受金月掛中断収入 6,246 6,174

 不動産賃貸収入 3,305 4,456

 投資有価証券売却益 - 10,905

 その他 8,859 9,557

 営業外収益合計 27,916 51,998

営業外費用   

 不動産賃貸費用 2,559 2,375

 前受金復活損失引当金繰入額 - 15,884

 投資有価証券売却損 - 12,213

 為替差損 3,048 -

 その他 2,848 1,078

 営業外費用合計 8,457 31,551

経常利益 236,118 172,630

特別損失   

 固定資産除売却損 174 20,363

 特別損失合計 174 20,363

税金等調整前四半期純利益 235,944 152,267

法人税、住民税及び事業税 70,515 47,308

法人税等調整額 5,865 4,682

法人税等合計 76,380 51,990

四半期純利益 159,563 100,276

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,244 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 162,808 100,276
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 159,563 100,276

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △39,396 5,175

 その他の包括利益合計 △39,396 5,175

四半期包括利益 120,167 105,452

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 123,412 105,452

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3,244 -
 

 

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 124,223千円 134,916千円

のれんの償却額 60,140千円 64,653千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,247 15 平成28年３月31日 平成28年６月28日
 

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 103,730 16 平成29年３月31日 平成29年６月26日
 

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ホテル事業 式典事業 計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 644,105 1,890,334 2,534,440 217,544 2,751,984 ― 2,751,984

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

62,606 ― 62,606 4,322 66,928 △66,928 ―

計 706,711 1,890,334 2,597,046 221,866 2,818,913 △66,928 2,751,984

セグメント利益又は
損失(△)

△15,066 430,477 415,411 42,163 457,575 △240,915 216,659
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△240,915千円には、セグメント間取引消去15,862千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△256,778千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ホテル事業 式典事業 計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 500,404 1,914,255 2,414,660 325,236 2,739,896 ― 2,739,896

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

51,102 ― 51,102 3,989 55,091 △55,091 ―

計 551,506 1,914,255 2,465,762 329,226 2,794,988 △55,091 2,739,896

セグメント利益又は
損失(△)

△40,184 372,844 332,660 36,196 368,856 △216,672 152,183
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△216,672千円には、セグメント間取引消去15,597千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△232,270千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「その他」セグメントの介護事業において、事業譲受によるのれんを計上しております。当該事象によるの

れんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては、193,782千円であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 

 
項目

 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 25円11銭 15円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 162,808 100,276

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

162,808 100,276

普通株式の期中平均株式数(株) 6,483,156 6,483,156
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月14日

株式会社サン・ライフ

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   野　　島　　　　　透   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齋　　藤　　慶　　典   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン・

ライフの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サン・ライフ及び連結子会社の平成29年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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